
 書式第１２号 事業計画書（法第２８条関係）  
 

平成２６年度  事 業 報 告 書 
平成２６年４月１日から 平成２７年３月３１日まで 

 認定特定非営利活動法人さわやか青少年センター   
 
 １ 事業の成果 

    平成26年度は事業毎に外部の団体と連携を強めて活動し、事業目標を達成するとともに、ふれあ
いボランティア活動が子どもの人間力育成を育む機会であることをさらに広く周知させる素地を創
った。また、東京都より｢認定ＮＰＯ法人｣の認定を受け、事業及び運営への高い信頼を得た。 

 
 ２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事 業 内 容 実 施      
日 時 

実 施   
場 所 

従事者 
人数 

受益対象者 
の範囲及び 

人数 

事業費の  
金額   

（単位：円） 

 

 

 

 

体験を通じ

た青少年健

全育成事業 

 

 

 

（ふれあいボランティアパスポート事業） 

・ふれあいパスポートを活用する参加校、団体が前年

度の103校から135校5団体へと広がり、参加児童生徒

数は４万人を超えた。 

・参加校への感想文募集を実施し、533点の応募を得、

16名を表彰した。また、感想欄の回収率による学校

表彰では４校を表彰した。 

・「子どものﾎ ﾗ゙ﾝﾃｨｱ活動活性化のための研究会」にて

調査研究。新成人ｱﾝｹー ﾄ調査に加え学校教員ﾎ ﾗ゙ﾝﾃｨｱ

意識調査を行い報告書にまとめて情報発信した。 

 

 

 

 

 

4月～3月 

  

 

 

全国の 

小中高 

等学校 

・団体等 

 

 

 

 

 

2人 

 

 

 

 参加135校、 

5団体。 

児童・生徒 

41,042人 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,208,585 

 

 

  

 

 

フォーラ

ム・講演

会・研修

会・コン 

サルティ 

ング・講 

師派遣等 

の普及啓 

発事業 

（ｽｸｰﾙﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾐｯﾄ＝SVS事業） 

・8月26日SVS2014を東京都奉仕研究会と共催で開催し

た。参加者は小中高等学校、団体等で72名が参加し

た。また、東京都教職員研修ｾﾝﾀｰの連携研修として

の位置付けを得、教員対象にSVSの前後に研修会を 

2回実施した。 

・ｽｸー ﾙﾎ ﾗ゙ﾝﾃｨｱｻﾐｯﾄ2014報告書を作成。都道県政令市教

育委員会にも送付し、情報提供を行った。 

 

6月19日 

（都研） 

8月22日 

（芦花高校） 

11月18日 

（都研） 

 

東京都 

教職員 

研修ｾﾝﾀー  

及び 

東京都立 

蘆花高 

等学校 

 

 

 

 

20人 

 

 

（都研ｾﾝﾀー ） 

参加8名 

 

（ｻﾐｯﾄ） 

参加72人 

 

 

 

 

 

1,281,923 

 

 

（青少年地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ活動普及事業） 

・昨年度作成した「青少年地域ﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱｻ ｸーﾙ活動普及指

導者のためのﾊﾝﾄ゙ ﾌ゙ ｯｸ」をもとに、全国公民館セミ

ナーにおいて指導者育成研修会を開催した。 

・大学生対象の「学生ボランティアフォーラム」に 

おいて、ﾌ゙ ｽーを設けて、大学生が高校生に地域ﾎ゙ ﾗﾝ

ﾃｨｱｻ ｸーﾙに参加することを促すよう働きかけた。 

 

 

1月29日 

 

2月26日 

 

共に 

国立オリン 

ピック記念 

青少年総合 

センター 

 

 

 

 

3人 

 

（ｾﾐﾅｰ） 

公民館主事他 

43人 

 

（ﾌｫー ﾗﾑ） 

大学生20人 

 

 

 

 

 

1,292,965 

 

  

青少年の 

人間力育 

成のため 

の調査・ 

研究・開

発・提言 

事業 

（幼児期の人間力を育てる研究事業） 

・研究会を継続し、3年間の情報をもとに研究会として

10月5日日本福祉文化学会において発表を行なった。

また、子育て広場（新宿区）において職員等を対象

に3月3日ミニフォーラムを開催した。 

・まとめの報告書として「親子の『居場所』で育つこ

どもたちの共感の心－共助的な大人の人間関係の中

での育ち方」をまとめた。 

 

 

 

 

 

4月～3月 

 

 

大分県別府市 

 

子育て 

支援施設 

ゆったりーの 

（新宿区） 

 

 

 

 

 

3人 

 

（学会） 

研究者40人 

 

（ﾐﾆﾌｫー ﾗﾑ） 

育児をする 

保護者 

18人 

 

 

 

 

 

 

 

1,300,562 

 

 

 

 

広報事業 

（広報事業） 

・４つの事業の活動について、ﾎー ﾑﾍﾟー ｼ゙ 上に掲載。 

・青少年の人間力育成に必要な情報について行政等の

動きなどを情報収集、分析し、ﾎー ﾑﾍﾟー ｼ゙ 上に新たに

情報コーナーを設け紹介した。 

・高等学校家庭科資料に原稿が掲載され、全国の高校

に配布された。他、教育雑誌に原稿掲載等された。 

 

 

4月～3月 

 

 

さわやか 

福祉財団 

 

 

2人 

 

 

不特定多数 

 

 

968,412 

                                         合計 7,052,447 

 

 



書式第１３号（法第２８条関係）　　

　　　　　　　　　　　　　　　認定特定非営利活動法人さわやか青少年センター
（単位：円）

Ⅰ　経常収益
１　受取会費

正会員受取会費 119,000 
321,000 440,000 

520,420 520,420 
３　事業収益

6,600,000 
208,388 6,808,388 

４　その他収益
受取利息 938 938 

経常収益計  7,769,746 

Ⅱ　経常費用
１　事業費

(1)人件費
給料　手当 4,254,800 
通　勤　費 111,680 
法定福利費 633,235 
人件費計 4,999,715 

諸　謝　金 375,137 
印刷製本費 275,524 
会　議　費 26,644 
旅費交通費 211,633 
通信運搬費 399,362 
消耗品　費 189,703 
保　険　料 2,665 
諸　会　費 44,500 
新聞図書費 34,344 
研　修　費 25,040 
支払手数料 266,035 
支払寄付金 200,000 
雑　　　費 2,145 
その他経費計 2,052,732 

事業費計 7,052,447 
２　管理費

(1)人件費
人件費計 0 

(2)その他経費
印刷製本費 5,636 
旅費交通費 10,801 
通信運搬費 4,469 
消耗品　費 1,739 
新聞図書費 2,284 
租税　公課 2,250 
支払手数料 34,426 
雑　　　費 1,531 
その他経費計 63,136 

63,136 
7,115,583 

当期正味財産増減額 654,163 
前期繰越正味財産額 2,058,177 

　　次期繰越収支差額次期繰越正味財産額 2,712,340 

平成２６年度　　活動計算書

　平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで

科 目 金 額

賛助会員受取会費

(2)その他経費

管理費計
経常費用計

受託事業収益
その他事業収益

２　受取寄附金
受取寄附金



書式第１５号（法第２８条関係）

認定特定非営利活動法人さわやか青少年センター

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 1,555,842 

青少年人間力育成事業用預金 1,300,000 

前払費用 54,648 

　流　動　資　産　合　計 2,910,490 

２　固定資産

　固　定　資　産　合　計 0 

資　　産　　合　　計 2,910,490 

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未 払 金 160,890 

前受会費 10,000 

預 り 金 27,260 

　流　動　負　債　合　計 198,150 

２　固定負債

　固　定　負　債　合　計 0 

負　　債　　合　　計 198,150

Ⅲ　正味財産の部

 前期繰越正味財産 2,058,177 

 当期正味財産増減額 654,163 

 正味財産合計 2,712,340 

負債及び正味財産合計 2,910,490 

平成２６年度  貸借対照表

　　　　　　　　　　　　　  　平成２７年 ３月３１日現在

科 目 金 額


